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LC-MS/MSによる食品中残留農薬の一斉分析法の検討

○渡逓 美奈恵1,上野 英二 1,井上 知美1,大野 春香 1,猪飼 誉友 1,森下 智雄1

(l愛知衛研)

【目的】ポジティブリス ト制度の導入に伴い､より広範の農薬に対応できる信頼

性の高い多成分分析法が求められている｡演者 らは､物性の異なる多くの農薬成

分を一連の操作で抽出 ･精製 したのち､GC-MS､LC-MS等で測定する効率的で定量

性に優れた多成分分析法を検討 してきた 1),2)｡今回､LC-MS/MSの配備に伴い､分

析条件の検討を進めたところ､より多くの農薬成分を精度良く一斉に分析できた

ので報告する｡

【方法】LC-MS/MS条件の検討 :ABSCIEX社製 4500QTRAPLC-MS/MSシステムを用

いて､イオン源温度 (positivemode､Negativemode)および ESIイオン源にお

けるスプレーノズルとイオン取 り込み口との位置関係 (スプレー位置)の最適化

等を行った｡添加回収試験 :ほうれんそ う､玄米等について各農薬成分を 0.1

〃g/gおよび 0.01〃g/gになるように添加 し､既報 1)に従って回収試験 (n=3)

を行った｡

【結果および考察】イオン源温度は､Posltlvemode､Negativemodeいずれにお

いても多くの農薬成分は 400-500℃で良好な感度が得られたが､アルジカルブ､

シラフルオフェンなど一部の農薬成分は､最適温度が 300℃付近であったため､こ

れらの定量性を考慮し､350℃に設定した｡また､スプレー位置に関しては､当該

機種の推奨値である 5mmよりも 3mmの方が良好な結果が得られた｡添加回収試

験では､検討 した 121農薬成分で回収率 70-120% (RSDく15%)の範囲内であっ

た｡
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